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幼児期記憶とその連想記憶における想起視点

森 田 健

問題

仁 は じめに

自伝的記憶とは亨｢個人が人生の中で体験 したさまざまな出来事に関する記憶の総体｣のこと

であり,特に認知心理学の分野において熱心に研究され,研究成果 もこの25年間で急速に蓄積さ

れてきた (佐藤 B野村 申遠藤 中太田 ｡越智 e下島,2006)O この自伝的記憶の中でも9時に幼児

期記憶は,心理臨床の場面においてクライ孟ントを理解するためのひとっの手がかりとしで注目

されており (たとえば山中,200i),古 くか ら心理臨床家によって心理臨床実践に基づいた様々

な研究がなされているo

たとえば争｢ライフスタイル｣ という概念を用いて亨幼児期記憶がその個人の性格特性や行動

傾向のもっとも凝縮された経験であると論 じたAd旦er(1932)早,幼児期の経験と成島 してから

の傾向との間に因果関係があるとして, 幼児期か らの自叙伝を書かせて分析を行 ったMurTay

(1938)号幼児期の出来事として想起される記憶は一見無意味な出来事に見えることが多いが9そ

れらは抑圧を中心とする防衛機制の結果生 じた性的経験や幻想などを覆い隠 した隠蔽記憶である

としたFreud(1899/1970)などが挙げられるo

AdieT(1932)は,｢偶然に想起された記憶などというものはなく,それらは現在に関心のあ

る出来事を選択 し選ばれたものである｣として想起された出来事自体を重要視 したのに対 して,

Freud(1899/1970)は Fその想起された幼児期記憶はあくまでも隠蔽記憶であり,その記憶か

ら連想を用いた分析をすることによって本当に重要な記憶に至り,問題の核心に迫ることが出来

る｣として, 最初に想起きれた記憶はあくまでも手がかりであってそれ自体を最重視するわけで

はなかったoFreud(1899/1970)は,想起された幼児期記憶が隠蔽記憶である証拠 としてラそ

れらはほとんどの場合,｢当時の視点から想起されるのではなく昏 自分の姿も含む外側から眺め

る視点で想起される｣ということを事実として挙げ,それらは全て ｢抑圧や置き換えのために何

らかの加工を受けて再構成化されたものである｣としたO確かに我々は日常生活において, 世界

を自分自身の視点から体験 しておりサ当然ojEとながらそこには客観的な自分の姿は映されてい

ない｡にもかかわらずヨ.過去の記憶を想起する際にはその情景の中に自分の姿を含めた形で想近

されることがあるO もちろん雪 道に自分自身の視点から想起される昌ともあるO

なぜこのような違いが生 じるのであろうか｡それぞれの視点にはどのような違いがあるのであ

ろうか｡本論文はこのような ｢想起視点とはいかなる意味を持っのか｣ という問題意識に基づい

ている｡
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望昏 自伝的記憶にお書きる観点

想起された自伝的記憶における視点に関 して,これまでに少数ながらいくっかの研究が行われ

てきており学以下簡単に紹介するo

N短TO & NeisseyiH98割 はき｢外側から客観的な視点で想起される出来事｣ と,｢体験 した

当時と同じ,自分白身の視点から想起される出来事｣が存在するということを調査によって実証的

に確認 した (以下写それぞれの視点を'麿 的視点"と-'内的視点''とする)｡そして,外的視点で想起

される出来事は自己意識をともなう出来事に多く声客観的状況に焦点を当てて想起 した際に多く

想起されるとし管内的視点で想起される出来事は, 感情に焦点を当てて想起 した際や最近の出来

事を想起 した際に多いとした｡

杉浦 〔i996)揺,昌の中の自己意識の側面に注目し,調査者が設定した33状況を被験者にイメ-
ジさせラ自己意識を高 く伴う状況 (例 三みんなの前で先生に怒られている)とそうでない状況

(例 :自宅でお風呂に太っている)でラ外的視点イメージと内的視点イメージのいずれが優勢で

あるかを調べたrT,結果9自己意識を高く伴う場合に外的視点でイメージされることが多いという

ことを述べた｡

Mc王saaC良Eieh(2004)はPTSD患者に対 して, トラウマ体験を想起 した際の視点に注目し
た｡被験者が内的視点で想起 した際には,その出来事を自分自身であたかも再体験するかのよう

に想起 し, トラウマ体験時に被験者が体験 した感情的な反応や身体感覚,心理状態を多 く報告 し

た.一方で,外的視点で想起 した際にはその出来事とは一線を隔てた観客のような視点から想起

し,被験者の当時の外見や行動, トラウマ体験時の光景の空間的配置を多 く報告 したという｡

3. 問題提起

このように予想起された自伝的記憶における視点に注目した研究はいくつか見 られるが,

Freud(i899/1970)によって論 じられたような'-幼児期記憶における視点'■に焦点をあてたものは

見 られない｡Freud(i899/1970)は自身の臨床経験から幼児期記憶の視点について述べており,

｢われわれの幼児期記憶｣という表現でそれを一般化 しているが,健常者を対象とした実証的な

デ-夕は提示 していないOそれゆえ本研究では, 実際に幼児期記憶がどのような視点で想起され

るのかを,実証的に検討 したい｡そして9幼児期記憶における視点がどのような意味を持っのか,

という点に関して検討するため,各視点で想起された記憶について,尺度を用いて数量的に比較

したい｡

またFTeud(1899/1970)揺,連想を用いることによって重要な記憶にいたるとしているが,

このとき視点については言及 していない｡また,記憶の連想に関 してその想起視点に着目した先
行研究も他にも見られない｡そこで本研究では,連想において視点がどのように現れ出るのかと

いう点にも看冒したい ｡ このことで,上記の数量的比較検討とは別の観点からの想起視点に関す

る知見が得られ,また心理臨床場面において連想を用いることの意義を新たな視点から捉えるこ

とができる,と考えられるからである｡
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日的

以上のような問題意識に基づき,本研究では幼児期記憶を想起する際の視点に関して,大きく

分けて以下の2つの側面に注目する｡

1.幼児期記憶を想起する際の視点と, それぞれの視点の記憶の特性について0

2申想起された幼児期記憶から他の記憶を連想するときの視点の変化,および特徴について.

方法

質問紙爵作成

想起された記憶内容を視点ごとに比較するための評定項目を作成するために,2004年 7月上旬

から7月下旬にかけて質問紙による予備調査を行った (調査対象者は96名であった)｡質問項目

のうち,｢幼児期にあなたが体験した出来事を思い出してください｡そして最初に思い出した出
来事を思い出せる範囲でなるべく具体的に記述してください｣という自由記述の項目に注目し,

心理学を専攻する大学生2名と合議の上,I-楽しい""おそろしい"など記述内容から連想された形

容語を抽出したOその後,それらの形容語を履いて作成した質問紙を用いて50名を対象に予備調

査を行い,回収デ-夕に因子分析処理を行って,本調査で用いる30項目からなる幼児期記憶評定

尺度を完成させた｡

調査協力者

京都市内の4年制大学に通う116名の大学生 (男性57名,女性59名)を対象に質問紙調査を行っ

た.平均年齢は21.22歳 (SD=2A6)であった｡

実施方法

大学構内で質問紙を配布し,後日指定のポストに入れてもらう形式をとった｡調査は2004年11

月上旬から11月下旬にかけて実施された｡

質問紙の内容

日)幼児期の定義 - ｡｢あなたにとって幼児期とはだいたい,いっからいっ頃までですか?｣

という質問を最初に行い,回答者それぞれにとっての幼児期を定義してもらった注)0

(2)幼児期記憶 ･昏 車 Fその幼児期にあなたが体験した出来事を思い出してください.そして,

そのころの出来事で,あなたが今予最初に頑に浮かんだ出来事を思い出せる範囲でなるべく具体

的に記述してください｣という教示のもと9幼児期記憶を自由記述してもらった.このとき,‖

いゴ…どこで=-誰 ど 1という3つのポイントについても,別の欄に明確化してもらった.

(3)視点 ｡i･｢(2)の出来事はどのような視点で思い出されていますか?あてはまるとこ
ろにチェックしてください｣という教示のもと,視点を特定 してもらった｡外的視点は-観察者

の視点から見ており, その光景の中に自分も含まれている"とし,内的視点は'当時と同じように

自分の視点から見ており,その光景に自分は含まれていない日とした｡また,いずれでもない場
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合はどのような視点でその出来事を想起しているのかを記述してもらった｡

(4)幼児期記憶の評定 〇･書想起された幼児期記憶に関して,30項目からなる評定尺度を‖非

常にあてはまる"∴割 と当てはまる‖∴守どちらともいえない‖了'あまりあてはまらない'-∴'全くあ

てはまらない",の5件法で評定してもらった｡

(5)幼児期記憶からの達憩 ･卓e｢(2)の出来事から連想する出来事を思い出してください.

そしてあなたが今,最初に頭に浮かんだ出来事を思い出せる範囲でなるべく具体的に記述してく

ださいOなお, この出来事は幼児期である必要はありませんし,どう連想しているのかがわから

なくてもかまいません｣いう教示のもと,別の記憶を連想してもらった.そして,幼児期記憶と

同様にf視点"どF尺度"を回答してもらった｡

結果

以下9(営)で想起 してもらった記憶を ｢iつ目の記憶｣,〔5)で連想 してもらった記憶を

｢連想記憶｣と表記する｡

全被験者において,幼児期の定義が台致しており,また記述された記憶内容が幼児期のもので

あることが示されていたため,分析は116名すべてのデータを用いた｡なお,視点に関して,-fい

ずれでもない"とされたものがあった (lつ目の記憶では6名,連想記憶では8名).本研究にお

いて,‖内的視点日をIf当時の自分と同じ位置から情景を想起する視点",-'外的視点'を"当時の自分

とは違った位置から見たものを含めて想起する視点■-と定義し,記述内容をもとに心理学を専攻

する大学生 2名と合議の上で検討した結果,全ていずれかに分類することができたため,データ

を除外せずに以下の分析を進めた｡

評定尺度の評定値に関して,一一非常にあてはまる"を5点,f'全くあてはまらない"を1点として

それぞれの項目について得点化したOそして,得 られたデータを用いて因子分析 (主因子法,固

有値 1以上の基準により因子数を決定,プロマックス回転)を行った｡ただし,各項目のうち,

因子負荷が0.35に満たなかった2項目 ("自分らしい"･-■客観的な出来事のように感じる'つ を除

外し,再度, 同様の手順で因子分析を行ったo因子数は,固有値1以上の基準から,6因子となっ

たoプロマックスB]転を行った結果の因子パタ-ンをTablelに示した｡

第 1因子では,"幸せな1-,"ゆかいな"など,快感情を伴う項目が含まれており,‖快感情因子'-

と名づけた.第 2因子では,-1はずかしい",fFくやしい-1,など,不快感情を伴う項目が含まれて

おり,"不快感情因子'-と名づけた｡第 3因子剖 ま了-こわい'-,!恐 ろしい日,など恐怖感情を伴う

項目が含まれており,"恐怖感情園子"と名づけた｡第 4因子では,'せつない-I,I'さみしい日など,

感傷感情を伴う項目が含まれており,11感傷感情因子'-と名づけた.第5因子では,‖他人が聞いて

重要である一一,‖価値のある",など,重要性に関する項目が含まれており∴ t重要性因子"と名づけ

た0第 6因子では,I-当時の感情をはっきり思い出せる一一,I-鮮明に覚えている-■など鮮明性に関す

る項目が含まれており,"鮮明性因子"と名づけたo
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一㌢細!昏 1

項目 (提･示順序)

幸せな(呈封

ゆかいな(2射

うれ しい(2日)

おもしろい(2き

たのしい(射

明るい(22)

心地よい(iH

きれいな(19)

もう一度 したい持5)

ほこらしい(25)

はずかしい持0)

ぐ苧しいH3)

残念なく5)

みじめなく26)

嫌な(29)

つら机(8)L- ~~■~-~-~~~二 -■ --
こわい(9)

恐ろしいH6)

±急畳畳

因子1 因子2 因子3 因子4 因子 5 医ぎ子6

快感情因子 不快感情因子 恐怖感情因子 感傷感情園子 重要性因子 鮮明性因子

｡16 --.那

:･:'J .(.50

.09 甘̀.7

-了二･.一 言':-

･∴LL;17 --I05

,01 ∴83

.22 -｡06

台車稽 古06

.25 .17

.02 .39

-C13 B04

｡13 .鋸

.i4 .12

｡32 -∴17

.12 ∴01

｡i9 .ORl
≡≡三m
.16 -803

.0呈 ｡08

･一 三･:I/i .t･i

-E:;--･j -.():I-7

∴t'､､ ∴0,7

･ :::三 ,･/jl

∴と8 .05

.i.:'三 .08

い■ ･/)0

-I..). 1.1日),

･∴ i8 .00

u93 -.09

∴丁･･i ･.i'.;.I

_f:.I:-:こ Il.ill

.6望 .24

.55 .27

.亮 _'j:■ヂ

びっく 山肌ー上
′tたしり

せつない(21)

さみしい(3)

頼 りたい(18)

悲 しい(27)

他人が聞いて重要で
ある(14)

価値のある(7)

今の自分にとって重
要である(23)

-Lリ ,tS･9

-書目 b85

.30 D 尊母

.呈6 ∴32

.01 .09

-.03 .22

｡26 .i9

.28 .16

-.08 -･.16

-.21 .08

∴ 25

-丘33

｡34

-･.24巳;-=二と:二~ここ

-.06

.14 .08

当時の感情をはっき
り思い出せる(6)

鮮明に覚えている

(1)

固有値

因子寄与率 (%)

.05

尭通僅

-｡06 .48

811 .77

-｡04 ｡65

.1旦 584

CO4 863

･1 05 .56

-｡02 .65

∴ 03 .､83

--.02 ｡93

㌔05 .LJiO

-｡ii も81

､(日 ,Sti

∴01 .49

.05 ｡55

.05 .60

-･iO3 .78

-･〔豆 .75,

.02 も61

.11 .61

565 .04

.5冒 .10

.58 ∴04

.47 1.06-__ _~~~~こ~二二二

I.10 ∴相

.03 .65

▲20 .42

I.06 -.il

.10 .73

∴09 .37

-∴09 .74

,12 ｡46:__~二二二二~- ~~~二- ___-

-,17 .84

.12 .91

.22 .82

B7卓 .83

.69 .50

1.19 20.76

4.25 74.14

-｡04 .12

1.39 1.31

4.97 4.69

.i_2 -.03

∴01 -.24 .08

12｡33 2.71 1.83

44.03 9.67 6.52

注 太字は因子負荷量｡40以上を表す

仁 巨)円の記憶に関して

仁 仁 幼児期記憶における視点

1つ目の記憶 において,外的視点で想起 した人 は73名,内的視点 は43名であった｡ x2検定を

行 ったところ, 有意に外的視点で想起 した人が多かった (x2(1)-7.76,p <.01)O
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胃.1望奇観点き昌よる評定値爵差

抽出された6因子それぞれに該当する質問項目の点数を合計して因子ごとの得点を出し,それ

ぞれの因子について曽視点のi登園分散分析を行ったO結果,‖快感情因子一月こおいて視点の主効

果があり9 有意に輿的視点が高かった 津 払ii4)-4.83,p<.05)ol不快感情因子"における視点

の主効果は有意傾向で宇内的視点が高かった [;F乱114)-3.25才P<.08).恐怖感情因子,鮮明性

因子においでは宇野値は高かったものの有意差は見 られなかった (F(1,114)-2.49,n.S.;F

(i,,Au_fJaj-2朗 ナ且訂 控abie 封(,

育盈転室豊 2

琶 空風壁豊艶皇墨壷.捜義盛塵真壁盈底意と旦空包塵良基建数
外的視点 内的視点

園子名

快感情

不快感情

恐怖感情

感傷感情

重要性

鮮明性

平均値 SD

2.80 1.38

2.01 1.26

2｡01 1.34

2B3旦 1.35

2.39 1.29

平均値 SD

2.38 王.41

2.39 1.47

2.40 1.45

2.35 1.40

2.52 1.13

3.07 i.18 3.35 1.21

視点における想起内容の違いをより詳細に検討するため,尺度項目ごとに同様の分散分析を行っ

た結果,"心地よい" 白 日客観的な出来事のように感じるflにおいては外的視点が有意に高く,一一鮮明

に覚えている'F卓"恐ろしい‖卓"嫌な"においては内的視点が有意に高かった (F(1,114)-4.36,p<.

05;F-16.28,p<朗 ;F-4.58,p<.05;F-5.78,p<.05;F-4.47,p<.05)o

望｡達憩による視点招変化に闘 』冒

2. 仁 連想記憶における視点

連想記憶において,外的視点で想起した人は57名,内的視点は59名であった｡記憶 (1つ目の

記憶 ･連想記憶)×視点 (外的視点 宙内的視点)のクロス表を作成し,x2検定を行ったところ
有意な連関が見られ (x2(1)-4.48,p<.05),残差分析 (5%水準)の結果,有意に1っ目の記憶

において外的視点が多くで内的視点が少なく,連想記憶において外的視点が少なくて内的視点が

多かった (Table3)0
写abie3

豊幽 監盟⊆塞ける視点の人数

視点 合 計

外的視点 内的視点

一つ目 73▲ 43∇ 116

連想 57▽ 59▲ 116

合計 130 102 23 2

息は有意に多い

▽は有意に少ない
一一一4 17-､
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2. 2. 連想による視点の変化

次に, 1つ目の記憶から連想記憶への連想において,.各視点がどのように変化したのかを検討

したところ,Table4のような結果になった｡各視点の変化について,クロス表を作成してx2検
定を行ったと己ろ, 有意な連関が見られた (x2(i)-12.32,p <.01).残差分析の結果 (1%水

準),有意に"外的視点から外的視点"およびF-内的視点から内的視点"が多く,1T外的視点から内的

視点"および''内的視点から外的視点一一が少なかった｡

菅ab毒昏尊

皇盟 塾藍整数皇盛塵豊虚空盈温 良 監 査 盤

視点 (連 想 ) 合 計

外的視点 内 的 視 点

外的視点 45底 28▽ 73

内的視点 12▽ 31息 43

57 59 116

視点 (iつ目)

合 計

息は有意に多い

▽は有意に少ない

喜色昌｡連患された時期

最後に, 1つ目の記憶から連想記憶を連想する際の"連想パターン"(l'外的視点から外的視点… F
外的視点から内的視点-'など)と連想記憶で想起された出来事の‖時期'-との関連をみたところ,

Table5のような結果になったOクロス表を作成 してx2検定を行ったところ有意な連関が見られ

た (x2(9)-皇臥04,p<.05)｡残差分析を行ったところ (5%水準),‖外的視点から外的視点'■

においで幼児期の出来事を連想した人が多く∴-内的視点から内的視点"において小学生期の出来

事を連想 した人が多く,中高生期の出来事を連想 した人は少なかったoまた,"内的視点から外

的視点"早"外的視点から内的視点"ともに中高生期の出来事を連想した人が有意傾向で多かった｡

署員削e 5

各連想パタ-ンにおいで連想された時期の人数

時期 合計

幼児期 小学生期 中高生期 大学生期

外-外 32塵

輿-内 13

内-外 5

内-内 18

68

連想パタ-ン

6 3 4 45

5 5(A) 5 28

2 3(A) 2 12

10▲ 0▽ 3 31~~--~~ ~~~~~~~~~--_~- ~~~~~~-~~
23 11 14 116

且は有意に多い, (A)は有意傾向に多い)
▽は有意に少ない
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考察

1L Fきつ目の記憶に関して

Freud(1899/1970)は,幼児期の出来事は外側から自分の姿を眺めるように想起するのが普

通である亨としたが,本研究においても外的視点で想起された記憶が有意に多かったo全被験者

が外的視点で想起 したわけではないため,.FTeudの説を完全に支持した結果であるとはいえない

が,それでも有意に多かったということは興味深い｡これは,抑圧や置き換えによって生じた記

憶の再構成である,といったFTeud(1899/1970)のような解釈も出来るかもしれないが,別の

解釈として亨幼児期の出来事はもはや"自分の体験した出来事"として当時のまま想起されること

は難 しく,それゆえ断片的に記憶しているイメージを,家族からの情報や写真を手がかりに膨ら

ませて作り上げられた (すなわち"再構成されたpl)からだ,という解釈も出来るだろう. 記憶と

いうものは外部ソ-スからの情報によって構成されている,ということはよく言われているが

〔例えば森,2002),外側から自分の姿を見るような客観的な視点で想起されているのは,そのよ

うな"客観的手かかり"から出来事を"捉え直した"結果であると考えられる｡ 本調査における,外

的視点で想起された記憶の方が"客観的に感じる"という項目が有意に高かったという結果が一つ

の根拠となろう｡

一方で,当時見た情景を当時のまま想起できるような記憶は,多少の変化は当然考えられるで

あろうが,体験当時の視点のまま想起されたと当人が感じているのであり,視点が変化するよう

な"再構成'-はなされなかったといえる. これは,当人にとってはそのくらいの印象深い出来事で

あったからである,という解釈も可能かもしれないoその根拠として,内的視点で想起された出

来事は,外的視点と比べ相対的に,不快感情 ｡恐怖感情を強く伴い,しかも鮮明に覚えている,

という結果が挙げられる. 確かに,'-嫌な"出来事や,-恐 ろしい"出来事は,その当人にとって印

象深いものであり,場合によってはPTSDにおいて見られるような心の傷にさえなることがある.

大矢 (1999)揺,感情を伴った衝撃的な出来事,個人的な意味を持っ出来事ほど正確に鮮明に記

憶される, と論じているが, そのような出来事は,他の記憶と同様に再構成された形で想起され

るのではなく,当時の印象のままで想起されるのかもしれない｡また,幼児期記憶を想起するパ

タ-ンによって4群に分けて比較検討を行った林 (2005)紘,最も鮮明に想起した群の全員が,

自分の視点から幼児期記憶を想起したという結果を示しており,本結果と類似性が見られる｡ な

お,これらの結果は,PTSD患者において9 トラウマ体験を内的視点で想起 した場合には,-.あ

たかもその出来事を再体験 している'-ように想起され,外的視点で想起した場合は客観的な光景

(白身の外見,行動,光景の空間的配置)をよく想起し,内的視点と比べ,少ない情動性 ･少な

い不安喚起を伴うことを発表した,Mclsaac良Eich(2004)の研究結果と同様のものであった.

2.連愚による視点の変化に関し冒

1つ目の記憶から連想記憶を連想することで,内的視点で想起される割合の増加が見られた｡

これを評定値の結果に基づいて解釈すると,｢自分にとっで'客観的な‖出来事から,■'鮮明に覚え

ている (-一一印象深い1-とも言えるだろう)f一出来事へと連想された｣と考えられ,また ｢=心地よ

い'■出来事から,I-恐ろしく嫌な7-出来事へと連想された｣とも考えられ,興味深い結果となったo
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Fyieud(1899/1970) 揺 , 最初に想起された幼児期記憶から連想することで抑圧された本当に重

要な記憶に至る官としたO今回は治療構造内での自由連想によって導かれた結果でなく, 抑圧さ

れた記憶へと連想されたとも安易には断言できないが,それでも連想によって個人にとってより

印象深い出来事を想起されたと考えられた己とはき心理臨床場面において連想を欄いることの意

義が垣間晃らねたといえる習あろう0

-万,両方甫視点がともに内的視点での出来事を連想する傾向にあったわけではなかった亨と

いうことも興味深いO外的視点で憩起された出来事からは外的視点で想起される出来事を連想 し,

内的視点で想起された出来事からほ内的視点で想起される出来事を連想する場合が有意に多かっ

た｡ここから, 連想のメカニズムについ貰一つの仮説が考えられるだろうOすなわち, 外的視点

で想起 しているときは客観的に白分自身の姿を頑の中に思い浮かべでいるのでありき連想する際

にもその姿を手がかりに連想 ii,たき と考えられる. 逆に9内的視点で想起 している際にはき頑の

中ではその頃の出来事を"あたかも再体験する (McⅠsaac良Eich 2004〕"状態であり, つまり
当時の自分に■1成りきって"おりヲ 連想する際にもその自分から他の出来事へビー記憶を順向 (過去

から軍在)の向きでたどる"ため9日分白身の視点のまま次の出来事に行き着いたのかもしれな

い｡∈れらの根拠として9 iつ目の記憶から連想記憶に連想する際,外的視点から外的視点へと

連想 した際には幼児期の出来事が多 く想起されラ内的視点から内的視点へと連想 した際には小学

生期の出来事がそれぞれ有意に多く想起された, という結果が挙げられる｡すなわち,外的視点

でiつ目の出来事を想起 しているときは幼児期の自分を頑に浮かべているため,連想する際もそ

の幼児期の自分の姿番手がかりに連想 したため幼児期の出来事を思い出し9内的視点で呈つ目の

記憶を想起 しているときほ,その幼児期の体験を"再体験"しておりぅそこから連想する際には,

当時の自分から時代を順に経てゆき,似たようなシテュエー-ションに行き着こうとし, 最も時間

的距離の近い小学生期の出来事に行き着いたヲと考えられないだろうか｡このように考えた場合,

外的視点で想起された記憶を内的視点でイメ-ジし直したとき,内的視点での記憶が連想されや

す くなる,と考えられるo 仮に亨Freud(1899/1970)がいうように,内的視点で想起される記

憶が重要な記憶である,とするならば,外的記憶で想起された記憶を内的視点でイメ-ジし直し

てもらって,そこから連想 してもらう,という方法論は検討に値するものではないだろうか｡た

だし9この方法は非常に侵入的な操作になりうるため,臨床場面においても調査研究においても

安易には決して行われるべきではなく,十分な臨床的配慮が行われた状況でのみ検討されるべき

である.

まとめ

本研究では予想起された自伝的記憶における視点に関していくつかのことが示唆されたo

まず,幼児期記憶においては,Freud(i899/1970)が述べたように,客観的に自分の姿を見

るような外側の視点から想起される記憶が有意に多いということがわかった｡そして,各視点で

の評定値をもとに考察した結果,内的視点で想起された出来事は,客観的想起が多い幼児期の出

来事なのに当時のままの印象で想起されるくらい,強烈な印象を残すものであると考えることが

でき9外的視点で想起される出来事と比べ"鮮明"管"恐ろし(7-,さらに-1嫌な‖出来事である,と

いうことがわかった｡
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そして,連想を行う際,外的視点で想起された出来事からは外的視点での出来事を連想 しやす

く争内的視点で想起された出来事からほ内的視点での出来事を連想 Lやすいということがわかっ

た｡特に幼児期記憶から連想する場合には, 前者は主に幼児期,後者は主に小学生期の出来事を

連想 Lやすいということがわかった｡自伝的記憶の相互の結びつきに関する研究はこれまでにな

されているが 〔例えば佐藤,200鉱 視点という観点から検討されたことはなく,この結果によっ

て新 しい視野が開けたといえるだろう｡

今後爵課題, および展望

今後め課題

奉研究では,想起された視点を"外的視点"H内的視点-という二分類にして検討することで幾つ

かの知見が得 られたがラ｢いずれでもないJとして一方のみの視点から想起 しなかった被験者 も

おり,必ずしもいずれかの視点に分壊 しきれるものでもない,ということも本研究を通 して示唆

された｡幼児期記憶は断片的なものや不完全なものも多いと言われることがあり (蘇,2003),

また自伝的記憶における視点に関する研究はその結果の安定性を欠いているという指摘 (越智,

2003)もみられるがタ己のことは今後碍検討課題として残されたo これらに共通することは,イ

メ-ジの"唾昧 ぎ Fということであろう｡ 想起時における主観的体験により接近するためには,哩

味なイメ-ジそのものに沿う,という観点から検討することが必要である. このとき,本研究の

ような数量的なアプロ-チではなく, たとえば描画や箱庭を使って表現 してもらう,といったよ

うなより個別的な観点からの質的なアプロ-チを行うことが一つとして提案できるであろう.

次に,本研究結果から,同じ視点での出来事が連想されやすいということがわかったが,本論

で考察 した観点以外にも,個々人における体験様式や自我水準などの個別的な観点からも考察さ

れることで,この現象をより多角的に捉えることができると思われる.今後,たとえばロ-ルシャッ

-テストのような投影テス トとのバッテリ-を組んで,そうした観点から検討することが望まれ

る｡

展望

冒頭で述べたように幼児期記憶が心理臨床場面で扱われていることを考慮 したときに,本研究

での知見がそこに寄与出来る余地があるであろうO すなわち,面接において幼児期記憶を扱 う際

に9単に記憶を想起 してもらうだけでなくラその情景における視点をも語ってもらう意義を見出

せたと言える｡ たとえば,幼児期記憶において内的視点で想起された出来事は外的視点の出来事

と比べ,より不快感 ･恐怖感 昏鮮明性をともなうなどの傾向が見 られたということは,そこで語

られた幼児期記憶を理解する際に役に立っと思われ,その理解を深めることができるであろう｡

ただし,本研究の結果は質問紙というツ-ルを用いて得 られた結果であり,安易に実践場面で利

用されるべきではないO心理臨床場面では実際にいかにして現れるのか,"視点7.とはどのように

体験されているものなのか,という観点からも検討されることが望まれる｡

付記 本論文は京都大学教育学研究科に提出した卒業論文の一部を加筆修正 したものであるO 調
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査にご協力くださいました皆様,論文作成にあたりご指導 くださいました桑原知子先生ヲ楠見孝

先生,暫藤智先生,伊藤良子先生に心から感謝申し上げます｡

注 予備調査において曹 '-幼児期とはいっをさすのか?日という質問が少なからず見られた｡そこ

で本調査では,被験者それぞれにとっての幼児期を定義 してもらい,その時期を"幼児期"として

扱 うこととした｡なお,開始時期については被験者間で差が見られたが (0歳から4歳),終結

時期はほぼ一致 した (6歳,小学校入学前9幼稚園卒業まで,など)0
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Point of View In Early Memories and Its Associated Memories

l\AORITA Kenichi

In recalling a memory, two perspectives are possible. In any given scene, we may see

ourselves frarn our own perspective (internal viewpoint) or from another's perspective

(external viewpoint). This study investigated perspectives in early and associated

memories. One hundred and sixteen students participated individually. They were asked

to fill in a questionnaire and post it in a box. The results showed that early memories

were more likely to be recalled from an external viewpoint; memories recalled from

external viewpoints were highly objective and pleasurable, while memories recalled from

internal vievvpoints were vivid, frightening, and unpleasant. For associated memories,

more events were recalled from internal viewpoints. Moreover, there was a pattern with

respect to association. Early memories recalled from external viewpoints were more

likely to be associated with memories recalled from external viewpoints, while early

memorIes recalled from internal viewpoints were more likely to be associated with

memorIes recalled from internal viewpoints. The former pattern was more likely to

involve early events, while the latter pattern more often involved recalled events from

the primary school period.
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